質疑回答内容公表

業務名　道路及び橋梁詳細設計業務委託（今池上倉地区）
回答課　土木課
更新日　令和７年５月２２日
	№
	質疑受付日
	質疑内容
	公表日
	回答内容

	１
	令和７年５月１５日
	パイプライン移設設計

　パイプライン移設する際、受益地全体の水理検討を実施する必要がある場合　　は、変更対象とする認識でよろしいでしょうか。

橋梁詳細設計

特記仕様書では、「道路拡幅整備に伴い、・・・新たに自転車歩行者用橋梁（人道橋）を設置する」となっているので、架け替えではなく人道橋のみの拡幅設計で間違いないでしょうか。
また、人道橋のみ新たに設置する場合
は、道路橋の両側でしょうか。数量総括表では、上部工1橋、橋台及び基礎工が各2基となっていますが、両側に設置する場合はそれぞれ基本構造物1橋（基）と類似構造物1橋（3基）になると考えます。

地質調査

特記仕様書では、「地質調査は１本を基本とするが、地質調査の位置及び本数については、監督員と協議のうえ決定する」となっていますが、本数を追加する場合は変更対象と考えてよろしいですか。
	令和７年５月２２日
	パイプライン移設設計

受益地全体の水理検討は想定していませんが、必要な場合は発注者受注者協議の上決定します。

橋梁詳細設計

お見込みのとおりです。
人道橋の設置場所は、道路の両側になります。本人道橋については、両側とも設計条件が同じであり、橋長や地質についても同様であると考えています。よって、設計する橋梁は１橋分（上部工１橋、橋台及び基礎工が各２基）の数量を計上しています。設計の進捗により、上部工や基礎工等の形状や構造が変わる場合は、発注者受注者協議の上決定します。

地質調査

地質調査の本数を増やす必要があ
れば、発注者受注者協議の上決定します。


